
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
被験者の身体における 診断領域からの所定波長の光による画像によって
当該被験者を診断する画像生体診断装置であって、
可視領域のほぼ全域に亘る波長の可視光線と、前記診断領域の内部 機能に寄与す
る所定のパラメータ物質に吸収される所定波長の近赤外線とを少なくとも含む照射光を照
射する照射部と、
この照射部によって前記照射光を照射され前記診断領域における 外表面近傍で反射
された所定波長の可視光線を検出しこの可視光線強度を示す可視光線検出信号を出力する
可視光線検出部と、前記照射部によって前記照射光を照射され被験者の診断領域内部

へ透過して所定部位で反射された前記特定波長の近赤外線を検出してこの特定波長の
近赤外線強度を示す近赤外線検出信号を出力する近赤外線検出部と、 前
記外表面近傍から放射される所定波長の遠赤外線強度を検出しこの所定波長の遠赤外線強
度を示す遠赤外線検出信号を出力する遠赤外線検出部とを備えた撮像部とを具備してなり
、
前記可視光線検出部と近赤外線検出部と遠赤外線検出部とを略同時に作動するように制御
信号を発信する撮像部制御手段と、前記可視光線検出部から出力された可視光線検出信号
を演算処理して前記診断領域における 外表面を示す外表面画像データを加工生成す
る外表面画像データ生成手段と、前記近赤外線検出部から出力された近赤外線検出信号を
演算処理して前記パラメータ物質の分布や濃度変化を計測領域内部の 機能を示す生体機
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能画像データとして加工生成する内部生体機能画像データ生成手段と、前記遠赤外線検出
部から出力された遠赤外線検出信号を演算処理して前記診断領域における

外表面の温度若しくは温度変化を示す生体温度画像データを加工生成する生体温度画像
データ生成手段と、これら外表面画像データ、内部生体機能画像データ及び生体温度画像
データを組み合わせて表示する表示手段とを備えている画像生体診断装置。
【請求項２】
撮像部が、前記診断領域からの光から、前記所定波長の可視光線、特定波長の近赤外線及
び所定波長の遠赤外線を選択的に分光する波長分離機構と、この波長分離機構によって分
光された各波長の光を受光して各波長の光を電気信号に変換して出力する受光部とを具備
してなるものであり、
前記検出部制御手段によって前記波長分離機構の波長切替動作を制御して当該波長分離機
構と前記受光部とがそれぞれ可視光線検出部、近赤外線検出部、遠赤外線検出部として機
能するように構成している請求項１記載の画像生体診断装置。
【請求項３】
前記内部生体機能画像データが、診断領域内部における生体機能たる 血行動態変化を
示す画像データである請求項１又は２記載何れかに記載の生体活動計測装置。
【請求項４】
前記パラメータ物質が、オキシヘモグロビン及びデオキシヘモグロビンであり、前記特定
波長の近赤外線が、オキシヘモグロビン及びデオキシヘモグロビンに吸収されそれぞれの
分子吸光係数が異なる少なくとも２つ以上の波長の近赤外線である請求項３記載の画像生
体診断装置。
【請求項５】
可視光線検出部が、色の３原色を構成する波長の可視光線を検出して３原色可視光線検出
信号を出力する第１可視光線検出部と、診断領域の外表面近傍の生体機能に寄与する第２
のパラメータ物質に吸収される特定波長の第２可視光線を検出して第２可視光線出力信号
を出力する第２可視光線検出部とを備えてなり、
外表面画像データ生成手段が、前記第１可視光線検出部で出力された３原色可視光線出力
信号を演算処理して外表面画像データたる外表面カラー画像データに生成する外表面カラ
ー画像データ生成手段と、前記第２可視光線検出部で出力された第２可視光線検出信号を
演算処理して前記第２パラメータ物質の分布や濃度変化を外表面近傍の生体機能を示す外
表面生体機能画像データとして加工生成する生成手段とからなる請求項１乃至４何れかに
記載の画像生体診断装置。
【請求項６】
前記外表面生体機能画像データが、診断領域の外表面近傍における生体機能たる血行動態
変化を示す画像データである請求項５記載の画像生体診断装置。
【請求項７】
前記第２のパラメータ物質が、オキシヘモグロビン及びデオキシヘモグロビンであり、第
２可視光線検出部で検出される特定波長の可視光線が、これらオキシヘモグロビン及びデ
オキシヘモグロビンに吸収されそれぞれの分子吸光係数が異なる少なくとも２つ以上の波
長の可視光線である請求項６記載の画像生体診断装置。
【請求項８】
前記診断領域が被験者の である請求項１乃至７何れかに記載の画像生体診断装
置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、生体を表示した画像によって生体診断を行う画像生体診断装置に関するもので
ある。
【０００２】
【従来の技術】
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従来、医療現場や日常において、人の体調を「顔色」等の体表面の色から診断評価するこ
とはよく行われている。例えば、顔色が赤ければその者が発熱していると診断したり、顔
色の血色が悪ければ貧血かもしれないと判断するようなことである。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
ところが、このような診断においては、その診断される者の日焼けの状態、体調による要
因、体温による要因が交錯し、さらに女性の場合には化粧による要因が加わって、「顔色
」が何に起因しているかを決定することは困難であった。そして、このような問題は、顔
色のみならず顔面以外の部位の外表面の色からのみの診断や判別に関しても同様であった
。
【０００４】
ところで、近年、身体から放射される遠赤外線を利用して生体の温度の分布や温度変化を
２次元画像である生体温度画像として表示するサーモグラフィーなどのような装置やシス
テムが開発され、身体の状態や機能を示す１つのパラメータである生体温度によっても被
験者の体調や機能を判別することがなされている。
【０００５】
さらに、最近、近赤外線領域の光を利用して生体の働きを示す生体機能画像を表示可能な
装置が開発され注目を集めている。このような装置は、例えば皮膚組織及び骨組織は透過
し且つ血液中のオキシヘモグロビン及びデオキシヘモグロビンに吸収される特定波長の赤
外線を利用して光学的に所定部位における前記オキシヘモグロビン濃度、デオキシヘモグ
ロビン濃度及び総ヘモグロビン濃度を測定し、これらの経時的な濃度変化から導き出され
る脳内を流れる血流量の変化によって脳活動を計測するようになっている。
【０００６】
そこで、発明者はこれらの技術に着目して、 面すなわち肌の色、 面近傍の血行、体温
、内部 生体機能を略同時に計測した画像を合わせて表示して、患者の
体調を決定付けている真の原因を探るべく総合的な診断を一の装置によって可能にする画
像生体診断装置を提供する。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
すなわち、本発明は、被験者の身体における 診断領域からの所定波長の
光による画像によって当該被験者を診断する画像生体診断装置であって、可視領域のほぼ
全域に亘る波長の可視光線と、前記診断領域の内部 機能に寄与する所定のパラメ
ータ物質に吸収される所定波長の近赤外線とを少なくとも含む照射光を照射する照射部と
、この照射部によって前記照射光を照射され前記診断領域における 外表面近傍で反
射された所定波長の可視光線を検出しこの可視光線強度を示す可視光線検出信号を出力す
る可視光線検出部と、前記照射部によって前記照射光を照射され被験者の診断領域内部

へ透過して所定部位で反射された前記特定波長の近赤外線を検出してこの特定波長
の近赤外線強度を示す近赤外線検出信号を出力する近赤外線検出部と、

外表面近傍から放射される所定波長の遠赤外線強度を検出しこの所定波長の遠赤外線
強度を示す遠赤外線検出信号を出力する遠赤外線検出部とを備えた撮像部とを具備してな
り、前記可視光線検出部と近赤外線検出部と遠赤外線検出部とを略同時に作動するように
制御信号を発信する撮像部制御手段と、前記可視光線検出部から出力された可視光線検出
信号を演算処理して前記診断領域における顔面を含む頭部の外表面を示す外表面画像デー
タを加工生成する外表面画像データ生成手段と、前記近赤外線検出部から出力された近赤
外線検出信号を演算処理して前記パラメータ物質の分布や濃度変化を計測領域内部の 機
能を示す生体機能画像データとして加工生成する内部生体機能画像データ生成手段と、前
記遠赤外線検出部から出力された遠赤外線検出信号を演算処理して前記診断領域における

外表面の温度若しくは温度変化を示す生体温度画像データを加工生成す
る生体温度画像データ生成手段と、これら外表面画像データ、内部生体機能画像データ及
び生体温度画像データを組み合わせて表示する表示手段とを備えている画像生体診断装置
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である。
【０００８】
なお、ここで「略同時に作動する」とは、全く同じタイミングである必要はなく、計測領
域内の検出がほぼ同時期に行われるのであれば、可視光線検出部と、近赤外線検出部と、
遠赤外線検出部それぞれが順次検出を行うもののように若干の時間差があっても構わない
。
【０００９】
このようなものであれば、この装置のみによって被験者の における診断領域に関して
、可視光線による 外表面画像、診断領域の内部 における内部生態機能画像
、診断領域の 外表面近傍における生体温度画像をほぼ同じタイミングで
得て、これらを組み合わせて表示するよって様々な観点からの診断ができるようになる。
すなわち、例えば体調の悪くなっている患者を被験者としてその症状の外表面からだけで
は判別が困難である真の原因を探ることができるようになり、さらに、「見た目」からで
は判別できない被験者が患っている病気などを発見することも期待できる。なお、このよ
うな装置として、画像表示するディスプレイを備え、このディスプレイに画像表示するも
のであっても、別のディスプレイに対して表示するようなものであっても構わない。
【００１０】
このような装置の撮像部として、可視光線検出部、遠赤外線検出部、近赤外線検出部をそ
れぞれ別々に設けたものであってもよいが、部品を共通化させた好適な具体的態様として
は、撮像部を、被験者の診断領域からの光から、前記所定波長の可視光線、特定波長の近
赤外線、所定波長の遠赤外線を選択的に分光する波長分離機構と、この波長分離機構によ
って分光された各波長の光を受光して各波長の光を電気信号に変換して出力可能な受光部
とを備えて構成して、撮像部制御手段の制御信号によって波長分離機構を切り替えて当該
波長分離機構と受光部とが可視光線検出部、近赤外線検出部、遠赤外線検出部として機能
するようにしたものが挙げられる。
【００１１】
内部生体機能画像データの具体的態様としては、診断領域内部における生体機能として

血行動態変化を示す画像データであるものが挙げられる。その他、糖やチトクローム等
をパラメータ物質として、これら糖やチトクローム等に吸収される近赤外線の検出信号か
ら生成される「物質の代謝」を生体機能として示すものであってもよい。
【００１２】
そして、このように内部生体機能画像データを、血行動態変化を示す画像データとして生
成することを実現化する具体的態様としては、パラメータ物質をオキシヘモグロビン及び
デオキシヘモグロビンに設定して、照射部で、特定波長の近赤外線としてパラメータ物質
たるオキシヘモグロビン及びデオキシヘモグロビンに吸収されそれぞれの分子吸光係数が
異なる少なくとも２つ以上の波長の近赤外線を含んだ照射光を照射するようにして、内部
生体機能画像データ生成手段が、その特定波長の近赤外線検出信号を演算処理して診断領
域内部におけるオキシヘモグロビン及びデオキシヘモグロビンの分布や濃度変化を前記血
行動態変化を示す画像データとして加工する機能を有するに構成するようにしたものが挙
げられる。なお、血行動態を、オキシヘモグロビン及びデオキシヘモグロビン以外のパラ
メータ物質によって観察するようにしたものであってもよい。
【００１３】
また、可視光線検出部をより有効に機能させるためには、この可視光線検出部を、カラー
画像を構成し得る波長の光すなわち色の３原色を構成する所定波長の可視光線を検出して
３原色可視光線検出信号を出力する第１可視光線検出部と、生体機能に寄与する第２のパ
ラメータ物質に吸収される特定波長の第２可視光線を検出して第２可視光線出力信号を出
力する第２可視光線検出部とを備えて構成し、外表面画像データ生成手段が、前記第１可
視光線検出部で検出されて出力された第１の可視光画像信号を演算処理して外表面画像デ
ータたる外表面カラー画像データに生成する外表面カラー画像データ生成手段と、前記第
２可視光線検出部で検出され出力された第２可視光線検出信号を演算処理して外表面近傍
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の生体機能を示す外表面画像データたる外表面生体機能画像データ生成手段としての機能
を備えるようにするのが望ましい。
【００１４】
このような外表面生体機能画像データとして好ましい具体的態様としては、 外表面
近傍の生体機能として血行動態変化を示す画像データであるものが挙げられる。

外表面の色を決定付けるのは、血行による要因が大きいからである。
【００１５】
そして、このように外表面生体機能画像データを血行動態変化を示す画像データとする場
合には、前記第２のパラメータ物質をオキシヘモグロビン及びデオキシヘモグロビンとし
て、第２可視光線検出部が、これらオキシヘモグロビン及びデオキシヘモグロビンに吸収
されそれぞれの分子吸光係数が異なる少なくとも２つ以上の波長の可視光線を検出するよ
うに構成するとともに、前記外表面生体機能画像データ生成手段が第２可視光線検出信号
を演算処理し前記診断領域の外表面近傍のオキシヘモグロビン及びデオキシヘモグロビン
の分布や濃度変化を前記血行動態変化を示す画像データとして加工する機能を有するよう
に構成すると望ましい。
【００１６】
本発明の画像生体診断装置の効果を特に有効に得るためには、診断領域が被験者の頭部前
方側であるものが挙げられる。顔色は、化粧や日焼けなどのために特に見た目では真の状
態を判断しにくいものであるが、顔色を決定付けている要因を頭部の内部すなわち脳の機
能、頭部における生体温度を総合的に判断して病気の真の原因を明らかにすることができ
るからである。
【００１７】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の一実施形態を、図面を参照して説明する。
【００１８】
図１に示した画像生体診断装置Ａは、被験者Ｐの身体たる頭部前方側の所定領域である診
断領域からの光を撮像した画像によって当該被験者Ｐを診断するためのものであって、撮
像装置１と、この撮像装置１と有線或いは無線で接続された制御装置２と、この制御装置
２と有線で接続された表示装置たるディスプレイ３とを主たる構成としている。また、図
示例のものでは、後述する照射部１１による照射光の眩しさのために被験者Ｐの頭部が動
くのを防止する頭部固定手段として機能するアイマスク４を被験者Ｐに取り付けるように
している。
【００１９】
撮像装置１は、筐体内に、図２に示すように照射部１１と撮像部１２とを備えたものであ
る。なお、この撮像装置１は、図示例のものでは、載置台に載置して使用するものとして
いるが、自立するものであっても、ハンディタイプのものであってもよい。
【００２０】
照射部１１は、可視領域のほぼ全域に亘る波長の可視光線と、診断領域の内部における生
体機能に寄与する所定のパラメータ物質に吸収され得る特定波長の近赤外線とを少なくと
も含む照射光を照射するものである。本実施形態においては、この生体機能を血行動態に
よって観察するものとし、この血行動態に寄与するパラメータ物質の一例としてオキシヘ
モグロビン及びデオキシヘモグロビンを設定している。そして、前記特定波長の近赤外線
としてこのオキシヘモグロビンデオキシヘモグロビンに吸収されそれぞれの分子吸光係数
が異なる例えば７８０ｎｍ及び８３０ｎｍの２種類の近赤外線としている。すなわち、当
該照射部１１は、この７８０ｎｍ及び８３０ｎｍの近赤外線と可視領域のほぼ全域に亘る
波長の可視光線とを照射可能な光源１１１と、この光源１１１の診断領域における照射位
置を調整する照射位置調整機構１１２備えて構成されている。この光源１１１としては、
これら特定波長の光を照射し得る、例えばハロゲンランプやタングステンランプを使用す
る。また、図３の符号Ｌで示すように、前記照射位置調整機構１１２によって、この光源
１１１の光を診断領域の所定ポイントに対して順次照射して該計測領域内を面走査するよ
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うに構成している。なお、前記特定波長の近赤外線は、７８０ｎｍ及び８３０ｎｍには限
られず、３種類以上の波長の近赤外線を用いたものでも構わない。
【００２１】
撮像部１２は、波長分離機構１２１と、受光部１２２とを備えてなるもので、さらに、図
示しない集光レンズ、走査ミラー、この走査ミラーを位置調整するための走査ミラー位置
調整機構、絞り、リレーレンズ、アンプ、Ａ／Ｄ変換器などを備えて構成されたものであ
る。波長分離機構１２１は、前記集光レンズに対応した位置に設けられ複数の波長を分光
する光学フィルタまたはグレーティングを環状に並べた回転式の分光フィルタを備えて構
成され、適宜の切替機構を備えて回転して切り替えてられるようなものである。また、受
光部１２２は、ＣＣＤ（電荷結合素子；Ｃｈａｒｇｅ　Ｃｏｕｐｌｅｄ　ｄｅｖｉｃｅ）
素子などの受光素子を備えて構成されるものである。そして、このＣＣＤ素子に受光され
電気信号に変換された信号が、さらにアンプによって増幅され、Ａ／Ｄ変換器によってデ
ジタル信号である可視光線検出信号、近赤外線検出信号、遠赤外線検出信号に変換されて
制御装置２に対して出力されることになる。
【００２２】
そして、本実施形態における撮像部１２は、制御装置２に備えられた撮像部制御手段２２
からの制御信号によって、前記波長分離機構１２１の波長切替を行ない、受光部１２２に
所定波長の可視光線、近赤外線、遠赤外線を選択的に受光させることで、可視光線検出部
１２ａ、近赤外線検出部１２ｂ、遠赤外線検出部１２ｃとして機能させるようにして構成
されている。さらに、本実施形態の撮像部１２は、前記走査ミラーと走査ミラー位置調整
機構によって、図３の矢印に示すように各波長毎の光を、計測領域内を面走査するように
複数の所定ポイントに対し自動的にフォーカスして順次検出していくように構成されてい
る。
【００２３】
本実施形態においては、可視光線検出部１２ａは、第１可視光線検出部１２ａ１と第２可
視光線検出部１２ａ２とからなり、これら第１可視光線検出部１２ａ１と第２可視光線検
出部１２ａ２も、撮像部制御手段２２からの制御信号によって、前記波長分離機構１２１
の波長切替によってそれぞれの機能を有するようになっている。第１可視光線検出部１２
ａ１は、色の３原色を構成する所定波長の可視光線である第１可視光線を検出してこの第
１可視光線強度を示す検出信号を出力するものである。この色の３原色を構成する所定波
長の可視光線は、例えば原色カラーであるＲＧＢ（ＲＥＤ　ＧＲＥＥＮ　ＢＬＵＥ）それ
ぞれの波長に相当する可視光線であってもよいし、補色カラーであるＳＭＹ（ＳＩＡＮ　
ＭＡＺＥＮＴＡ　ＹＥＬＬＯＷ）であってもよい。さらにこの補色カラーにＢＬＡＣＫを
加えたものでもよい。第２可視光線検出部１２ａ２は、診断領域の外表面近傍の生体機能
に寄与する第２のパラメータ物質に吸収される特定波長の第２可視光線強度を検出してこ
の第２可視光線強度を示す検出信号を出力するものである。本実施形態においては、診断
領域の外表面近傍の生体機能を血行動態で観察するものとして、この血行動態に寄与する
第２のパラメータ物質を、前記パラメータ物質と同じオキシヘモグロビン及びデオキシヘ
モグロビンを選択しており、第２可視光線を、これらオキシヘモグロビン及びデオキシヘ
モグロビンに吸収されそれぞれの分子吸光係数が異なる例えば５４０ｎｍ及び５７６ｎｍ
等の波長の可視光線としている。なお、この特定波長の第２可視光線は、この波長に限ら
ず、また３種類以上の波長のものでも構わない。
【００２４】
近赤外線検出部１２ｂは、照射部１１によって照射光を照射され被験者の診断領域内部へ
透過して所定部位で反射された前記特定波長の近赤外線である７８０ｎｍ及び８３０ｎｍ
の近赤外線を検出してこの近赤外線強度を示す近赤外線検出信号を出力するものである。
なお、この特定波長の近赤外線は、この波長に限らず、３種類以上の波長のものでも構わ
ない。
【００２５】
遠赤外線検出部１２ｃは、被験者Ｐの診断領域における外表面近傍から放射される所定波
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長の遠赤外線強度を検出しこの遠赤外線強度を示す遠赤外線検出信号を出力するものであ
る。この所定波長の遠赤外線とは、公知の遠赤外線サーモグラフィー装置において検出に
使用されている波長の遠赤外線とする。
【００２６】
そして、前記可視光線検出部１２ａで出力された第１可視光線検出信号及び第２可視光線
検出信号、前記近赤外線検出部１２ｂで出力された近赤外線検出信号、遠赤外線検出部１
２ｃで検出され出力された遠赤外線検出信号は、制御装置２に対して出力される。この際
、少なくとも一時的にこの制御装置２に設けられた検出信号記憶手段で記憶されるように
してもよい。
【００２７】
制御装置２は、汎用のパーソナルコンピュータなどの情報処理装置を適用し、その機器構
成である内部メモリやＨＤＤなど外部記憶装置に記憶されたプログラムに従って、ＣＰＵ
や通信インタフェース、その他制御装置２の各構成及び撮像装置１の各構成を作動するこ
とによって照射部制御手段２１、撮像部制御手段２２と、外表面画像データ生成手段２３
、内部生体機能画像データ生成手段２４、生体温度画像データ生成手段２５、画像データ
蓄積手段２６、表示手段２７としての機能を少なくとも有するように構成したものである
。
【００２８】
照射部制御手段２１は、照射部１１を制御する制御信号を発信するものである。具体的に
は、光源１１１が照射する位置、タイミング、強度などを調整するための制御信号等を発
信するものである。
【００２９】
撮像部制御手段２２は、撮像部１２を制御する制御信号を発信して少なくとも可視光線検
出部１２ａと、近赤外線検出部１２ｂと、遠赤外線検出部１２ｃとが略同時に作動するよ
うに制御する機能を有するものである。具体的には、前記波長分離機構１２１の波長切替
を順次行ない、被験者の診断領域からの各波長の光のほぼ同時期における検出を行なえる
ように制御するものである。さらに、走査ミラーの角度調整やレンズ位置などを制御する
制御信号、検出のタイミングを制御する制御信号などを発信するものである。
【００３０】
外表面画像データ生成手段２３は、可視光線検出部１２ａから出力された可視光線検出信
号を演算処理して診断領域たる頭部前方の外表面すなわち顔面を示す外表面画像データを
生成するもので、外表面カラー画像データ生成手段２３１と、外表面生体機能画像データ
生成手段２３２とからなる。外表面カラー画像データ生成手段２３１は、前記第１可視光
線検出部１２ａ１で出力された３原色可視光線検出信号を外表面画像データたる外表面カ
ラー画像データに加工生成するものである。外表面生体機能画像データ生成手段２３２は
、前記第２可視光線検出部１２ａ２で出力された第２可視光線検出信号を演算処理して外
表面近傍のヘモグロビン及びデオキシヘモグロビンの分布や温度変化を外表面近傍の生体
機能を示す外表面画像データたる外表面生体機能画像データとして生成するとからなるも
のである。
【００３１】
内部生体機能画像データ生成手段２４は、前記近赤外線検出部１２ｂから出力された近赤
外線検出信号を演算処理して計測領域内部の脳の所定部位に存在するオキシヘモグロビン
及びデオキシヘモグロビンの分布や濃度変化よって生体機能たる脳の血行動態を示す生体
機能画像データを生成するものである。
【００３２】
生体温度画像データ生成手段２５は、前記遠赤外線検出部から出力された遠赤外線検出信
号を演算処理して前記診断領域における外表面の温度若しくは温度変化を示す生体温度画
像データを生成するものである。
【００３３】
画像データ蓄積手段２６は、外表面画像データ生成手段２３で生成された外表面カラー画
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像データ及び外表面生体機能画像データ、内部生体機能画像データ生成手段２４で生成さ
れた内部生体機能画像データ、生体温度画像データ生成手段２５で生成された生体温度画
像データ、さらにこれら各画像データが後述する演算処理手段２７１で演算処理された画
像データをも蓄積するものである。そして、これらの画像データを例えばＴＩＦＦ形式や
ＧＩＦ形式など、汎用の画像データ形式で蓄積する機能をも備えたものである。
【００３４】
表示手段２７は、本実施形態では演算処理手段２７１と画像データ出力手段２７２として
の機能を具備して構成している。演算処理手段２７１は、外表面画像データ生成手段２３
で生成された外表面カラー画像データ及び外表面生体機能画像データ、内部生体機能画像
データ生成手段２４で生成された内部生体機能画像データ、生体温度画像データ生成手段
で生成された生体温度画像データの各画像データを、組み合わせ、抽出し、又変換するな
どの演算処理を行うものである。画像データ出力手段２７２は、この演算処理手段２７１
で演算処理された画像データを、ディスプレイ３に対して出力するものである。
【００３５】
しかして、本実施形態の画像生体診断装置Ａを使用する際には、図１に示すように例えば
椅子に被験者Ｐを座らせた状態で、この被験者Ｐに対して所定距離離間した位置から当該
被験者Ｐとは非接触な状態で撮像装置１を、計測者Ｐ２が制御装置２を操作することで作
動させて、ディスプレイ３に診断領域からの上述した各波長の光による各画像を単独で或
いは組み合わせて表示させて被験者Ｐの診断を行なう。
【００３６】
以上説明した画像生体診断装置Ａによれば、この装置のみで被験者Ｐの診断領域である頭
部前方側からの光に基づいて得られた外表面カラー画像、外表面生体機能画像、内部生体
機能画像、生体温度画像を得ることができ、被験者Ｐの体調を種々の観点から総合的に判
別することができる。
【００３７】
また、外表面生体機能画像が、顔の外表面近傍の血行動態を示すものであり、さらに顔の
内部に存在する脳の血行動態をも観察することができるので、顔色からだけでは判断でき
ない被験者の体調を決定付ける真の原因を探ることができる。特に、女性の場合は化粧を
しているため顔色の判断も困難な場合があるため特に有効な効果を奏する。
【００３８】
なお、本発明は上記実施形態に限られない。
【００３９】
例えば、照射部としては、本実施形態における照射部１のように照射光を診断領域内の複
数の所定ポイントを順次照射するもの以外に、照射光を診断領域のほぼ全域を同時に照射
するように構成したもの、照射光を診断領域内における一の所定ポイントを照射するよう
に構成したものであってもよい。
【００４０】
また、撮像部としては、本実施形態の撮像部１２のように、診断領域からの光を診断領域
内の所定ポイント毎に順次検出するように構成したもの以外に、診断領域からの光を診断
領域のほぼ全域について同時に検出するように構成されたものであってもよい。また、第
１可視光線検出部、第２可視光線検出部、近赤外線検出部、遠赤外線検出部の一部のみの
検出態様を変えたようなものであってもよい。そして、このような撮像部の検出態様と、
前記照射部の照射態様とそれぞれ組み合わせることも可能である。
【００４１】
また、前記実施形態における撮像装置１と制御装置２とを一体に構成したような装置であ
ってもよい。さらに、表示装置たるディスプレイを一体に構成したようなものであっても
よい。
【００４２】
また、照射部制御手段や撮像部制御手段を、専用の制御回路によって設けたものであって
もよい。
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【００４３】
また、照射部は、撮像装置に一体に設けられたものでなく、別体に備えられたようなもの
であってもよい。
【００４４】
また、遠赤外線検出部に、基準黒体温度源等を備えて絶対温度を検出可能なものに構成し
てもよい。
【００４５】
波長分離機構を液晶チューナブフィルタによって構成したものであってもよい。また、波
長分離機構を、診断領域からの同一の光束を４分割させるミラーを備え、それぞれに分け
られた光束に対して、それぞれ第１可視光線、第２可視光線、所定波長の近赤外線、遠赤
外線に分光する分光フィルタによって分光させるように構成したものであってもよい。こ
の場合は、表示手段で、表示装置たるディスプレイの分割画面において各波長の画像デー
タを一度に表示するようにする。
【００４６】
また、顔面の凹凸を計測する外表面形状計測部を設けて、この外表面形状計測部によって
得られた顔面の３次元画像データをさらに組み合わせて表示可能なものとしてもよい。
【００４７】
また、被験者の手や足を診断するように構成したものであってもよい。このようなもので
あれば、末梢循環不全等の診断にも役立てることができる。
【００４８】
その他、各部の具体的構成についても上記実施形態に限られるものではなく、本発明の趣
旨を逸脱しない範囲で種々変形が可能である。
【００４９】
【発明の効果】
本発明は、以上説明したような形態で実施され、以下に記載されるような効果を奏する。
【００５０】
すなわち、本発明によれば、被験者の生体における 診断領域に関して、
可視光線による 外表面画像、診断領域の内部 における内部生態機能画像、
診断領域の 外表面近傍における生体温度画像をほぼ同じタイミングで得
て、これらを組み合わせて表示するよって様々な観点からの診断が可能である。すなわち
、体調の悪くなっている患者を被験者としてその症状の外表面からだけでは判別が困難な
真の原因を探ることができ、さらに、「見た目」からでは判別できない被験者が患ってい
る病気などを発見することも期待できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の一実施形態を示した全体図。
【図２】同実施形態における機器及び機能構成図。
【図３】同実施形態における照射部と撮像部の説明図。
【符号の説明】
１１・・・照射部
１２・・・撮像部
１２１・・・波長分離機構
１２２・・・受光部
１２ａ１・・・第１可視光線検出部
１２ａ２・・・第２可視光線検出部
１２ｂ・・・近赤外線検出部
１２ｃ・・・遠赤外線検出部
２２・・・撮像部制御手段
２３・・・外表面画像データ生成手段
２４・・・内部生体機能画像データ
２５・・・生体温度画像データ生成手段
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２７・・・表示手段
Ａ・・・画像生体診断装置
Ｐ・・・被験者
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